


 

 

  

 この春、青陽東養護学校を卒業し仲間入りしました大野竜幹（たつき）です。「眠り王子」と呼ばれています。

てんかん発作や薬の影響で寝てしまう事が多いからです。意識があるときはよく食べ、笑い、歌い、そして糸を

持って踊ります。メリハリある生活ができるのも皆さんのおかげです。ご迷惑をおかけすることが多々ありますが

よろしくお願いいたします。 

 

にじかけの皆さんへ 
    にじのかけ橋 ボランティア 上野 誉子 

 利用者さんたちと過ごすのは月に１回という限

られた時間ですが、とても充実しています。 

 初めてにじかけを紹介してもらったとき、母校

御影高校の隣の…あぁ！あの福祉施設か！…とま

あ、驚きと同時に運命的なものを感じました。 

 ボランティアに来させてもらって早１年、皆さ

んと過ごす時間が私にとって本当に大切なものに

なりました。いつも沢山お話をしてくれて、一緒

にご飯を食べたり、出掛けたりしてくれてありが

とう。私が作る下手くそな味噌汁を食べてくれて

嬉しいです。この間は御影高校の文化祭にも行き

ましたね。これからも皆さんと楽しく関わってい

きたいと思っています。  

笑顔に包まれて パワーもらって 
ぶどうの木 ボランティア 藤河 満世 

 母の介護突入前に退職した私は「共働作業所ぶどうの木」

ボランティアのお誘いに喜んだ。当時は作業もしていたの

で、ハガキ作りでミキサーのスイッチを入れられたことに拍

手、ニッコリ。私達が石鹸作りをしていて監督役の利用者さ

んに失敗を指摘されても顔を見合いながら笑ったものだ。 

 家の都合で６年休んで再会したら、「にじのかけ橋」と合

併して生活介護施設になっていた。利用者さん達は笑顔で受

け入れてくれホッとした。絵画など製作中、音遊び、散歩中

どんな時にも笑いがある。活動を共にすることによって私が

パワーをもらい元気になれる。毎週、楽しみにしています。  

新しい仲間 

合同研修会 
  

 平成25年11月16日、にじのかけ橋主催による「合同研修会」を三木ホースランド

パーク研修棟にて開催しました。「業種の違う施設の職員が相互に理解を深め地

域の現状と課題を共に考える」という事をテーマにして、高齢者・障害者入所施

設・通所施設・医療施設・相談事業所などの社会福祉法人とＮＰＯ法人より役職

者を含む37名の職員が参加しました。 

午前中は「より良いサービスを提供するために」と題して、社会福祉法人春秋会

理事長金附洋一郎氏を講師に、福祉施設で働く職員としての基本について講義を

いただきました。午後からは「現場での

現状と課題について」各発表があり、そ

の後のグループ討議は時間が足りないぐ

らい活発な意見交換が行われました。 

 今回、初めての試みとなる研修会でしたが、業種の垣根を越えた各施設 

・事業所での課題についての意見交換や情報共有は、今後のネットワーク

づくりにも繋がる意義あるものとなりました。（施設長 岡﨑 充男） 

  
  

救命入門コース 
 4月15日、「東灘消防署」から

救急係長の花山昇氏を講師に迎

えて、日中活動中の利用者の安

全確保の為に「救急救命」の職

員研修を行いました。現場で起

こり得るケガ、転倒、誤嚥など

の緊急時に際し、職員があわて

る事なく適切な処置ができるよ

うに、誤嚥時の対応や肺蘇生法（ＡＥＤ使用方法等）の救命に必要な

基礎知識を、実技を通して学びました。 

○普段関わる機会の少ない分野の各施設の取り組みや考え方を

聞く機会となった。 ○視点の違いや力を入れている所の違い

も含め共通していることなど多くのことを知ることができた。 ○各法人・施設（分野）での課題、現在、取り

組んでいることから認識を深めていけた。 ○連携強化、ネットワークづくり、実際に今回参加したメンバー達

で何ができるのか等､考えてみるのも良いかなと思いました。 

 

◇皆さんと共に◇  

 
 毎年１２月、ボランティアの 

みなさんへの感謝の気持ちをこめて、利用者・家族と共に。 

 ボランティア感謝状を受賞 

 9月9日、神戸文化ホールに於いて、「神戸市

社会福祉大会」社会福祉事業協力者・奉仕の部

で、長年、にじのかけ橋・ぶどうの木でご奉仕

いただいている４名の方々が、神戸市社会福祉

協議会理事長感謝状を受賞されました。 

 おめでとうございます。 

 伊藤勝之様  にじのかけ橋で園芸活動 

 宮本瑞枝様  にじのかけ橋で園芸活動 

 川島悦子様  にじのかけ橋・ぶどうの木    

        でご奉仕 

 藤河満世様  ぶどうの木でご奉仕 

事例を通した研修会 
 1月17日､「発達障害児療育センター

しらゆり」センター長の吉川康夫氏を

講師に迎えて、発達障害のある方の事

例を通してケースワークの原則を学

び、発達障害への理解を深めました。 

 また、事業所の理念に基づいたより

よいサービスを提供する為に、個別支

援計画のたて方なども学びました。こ

の研修を活かして利用者への支援を充

実させていきたいと思います。  

合同研修会アンケートの感想より抜粋 

 8月26日、故・嶋喜代子様の「福祉に役立てて

いただきたい」と

のご遺志を受け

て、遺言執行者の

司法書士・石古暁

氏が当事業所を選

定して下さり、ご

寄付をいただきま

した。心より感謝

申し上げます。 

ごくろうさま親睦会 

 

にじのかけ橋 保護者 大野 寛美 

6月14日、御影高校の文化祭を見学しました 

〈参加法人〉   （社福）春秋会    （社福）協同の苑   

          （社福）芳友     （社福）まほろば  

          （社福）神戸聖隷福祉事業団    NPO法人にじのかけ橋 

黄門さまも登場！愉快な土曜活動 

ボランティアさんとトランプ大会 

 9月16日、故・今井登美子様の遺言により、遺言執行者・

山根弁護士を通じてご寄付

をいただきました。今井様

は、ご子息の隆也様が長年

「にじのかけ橋」に通所さ

れていたのを大変喜んでお

られました。 

 心より感謝申し上げま

す。 
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